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望壁麺異擾醐蜘
府中雑の市村晴さんの呼びかけで・府中はなみずきの会(会長:囲太さ

ん)が発足したのは10年前のことでしたo市村さんが(財)ライフプランニングセンタ

ー企画のホスピスが神奈川県の平塚市郊外に建った頃から、そこのボランティアと

して協力されてこられたことから、はなみずきの会はこのホスピスを応援することに

なりました。

そのうちに、府中にもホスピスがほしいとの案がもち上がり、「府中ホスピスを考

える会」が発足しましたo地元の医師会や地域の団体に呼びかけ地域住民の力で

ホスピスを建てる案が考えられることに至り、私も全面的に応接することになりまし

た。皆様のご協力を期待します。　　　　　　　　　　　　　′

「考える会」は、平成13年に日本初の独立型ホスピス「ピースハウス」を支援してい

ボランティア・グループ「府中はなみずきの会」とホスピスに関心をもつ有志が「設立

「考える会」
に設立総会を開催して発足しました。

の目的「ホスピスについての理解を深め、終末期医療としてのホスピス(在
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「ホスピスの創設は、広い意味で私たち自身の地域づくりにつながっています。お互い
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翳りますo」(「考える会」設立趣旨)この趣旨にご賛同する皆様の入会を歓迎します。
蜜
轟輯離職騨毅騎醗酵韓鞄酸攣輸欝轍醗酵輔弼関闇艶醇讃

叢
欝
接
劉
蜜
欝
欝
欝
繋
欝
欝
を
離
乳
凱
蜜
欝
欝
欝
蜜
欝
蜜
を
欝
欝
馨
襲
欝
繋
欝
韓

「府中ホスピスを考える会」の設立と活動について　　　　　　　小西厚子

準備会」を立ち上げ、正式には平成14年2月17日
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宅および施設)の普及を目指す」(会則第一条)のために、また私たちが生活するホームタ蜜
ウンにホスピスができるよう会員の皆様と活動するつもりです。　　　　　　　　磐
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きたいと願っております。
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私の家内は小金井の聖ヨハネホスピスで一昨年亡くなりました。 以前に家内の両親も癌で亡くなり

遇/たo岳父の臨終の場に居合わせた私は、その時癌で亡くなることの恐ろしさを知りました。家内が
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欄の国民生活に関する世論調査によると、国民の6・7・2%が、日常生活に不安と悩みを感両難
■」」　ヽ　○○　臆〇一●　ノ.′●　　臆○○　"●　　●二臆臆‾　ヽ　_　　l　　　ヽ　　　ヽ　　　臆　　-　　●　　　-　　　　_

≪三三三三ゝ三三ミ・季声雪害葦ミ・《〆蚕桑〆春雪毒も.季審雲も一事頭重も《.重要寧童も

蓮

窪

特に老後の生活に大きな不安を感じているe病気についての悩みは常に脳愛に浮かんでくる。

おいても一人暮らし老人の生活の未来についても/対策が案じられている。その対応は、大きな政治

題である。

私達が目指す「ホスピス」活動の原点は、インドの聖者マザーテレサの「死の家」です。

生の終局に安心と安楽を与える施設-ホスピスの建設を、皆様の理解と協力をいただく

けています。園墨
めに活動
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すべての人に訪れる終末期。その大切な終末期に、旅立つ人を周りの人はどのようにサ
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縁した。
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これは私の以前からの大きな関心

≪たまたま府中に住み始めて、「府中ホスピスを考える会」ができたことを知り、
〃召r

にさせていただきました。

欝霊器器業篤誓書ビスに関わってこられた医師、醐ボラ
≪これから、いっそう多くの方々嬬動の輪が広がり:浸透していくことを願っております。
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「ホスピスを考える会」の一員として、私は是非、府中市に「独立型ホスピス」

ますガンが進行しても、人間らしく心安らかに終駕を迎えることが出来る施設-ホスピスを希

人々が多くなっています〇回、各自治体の財政も通過しているなか、大変なことと存じますが、

はじめ議員の先生方の英知を結集させて市民と共に一日も早くホスピスの建設に向けてご尽力
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諦ゝ?小金井でボランティアをしてくださいよ」と言われたことが頭の隅にあったのです

乳かし、「考える会」の講演会のお手伝いをしていると、府中市以外の方もかな。お見えになってい

塙ことが分りました。“これからの希望としては、「府中ホスピスを考える会」を中心に、府中市だけ
を薄まなく近隣の街の人たちも少げっでも加わって、府中の皆さんのパワーと行動力・指導のもとに
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勉強会」
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参加者のアンケート(平成14年4月28日)から

「勉強会」で取り上げてほしいテーマ腰位5項目

1,ガン末期の患者を抱えている人のケアについて

2,ホスピスケアの現状と課題

3事　ホスピスケアの経済的側面

4,尊厳死と安楽死をめぐって

5,ホスピスケアと家族

アンケートによせられたご意見(抜粋)

●20年前主人を肝臓ガンでなくしましたが、そのときホスピスという言葉さえ知らなかった。

身の回りにもガンの人があり、もっと勉強したいビデオなどで拝見させてください。

●市民にとり、大きな力になるo祖母や父をガンで亡くしていて、避けて通れない課題と考えま

す。皆さんと-緒に勉強に参加させていただきたい。

●2年前夫を6年間の闘病の未、喪いましたoこの経験から自力の介助、在宅ケアにいろいろ問

題を感じ、尊厳死、安楽死、という闘題となりますoホスピスとはガンのみに限られているのか、

痴呆の場合、精神障害者的扱いになって、生を終わる悲しさ、長期介護に関わる問題も考えるの

が大切。

●会員のなかに市会議員もいるようなので市の在宅サポート体制、内容の現状、今後の課題につ率

いても聞かせてもらえたら・・・ホスピスだけでなく老後や障害者等を、全てを支える社会福祉も大

轡’寧怒‥、撥、’醇漆器え、譲牽き譲葉′
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発刊に際して:

現在、我が国の死因の第1位はがんであり、このうち大多数の方々が病院で亡くなっています。患者のクオ

リティー(生活の質)維持と向上を目指すホスピスケアが我が国では、すでに1○○カ所の施設が誕生していま

すが、全体のベット数は1882床(2○○2年6月現在)と、まだまだ十分ではありません。
"ホスピスケア当ま、主に治ることが見込めなくなった患者が、病人としてでなく、その人らしく生活できるよう、

支えることをめざします。

その中心にあるのが、苦霜の綾部で、体の拝みばかりでなく、心の病みを含めて、その人全体をケアするこ

とです。

患者と家接のニーズを大切に心援かいケアを受けながら大切な時間を過ごすホスピスや、緩和ケア病院を、

もっと私たちの身近に、増やしてゆくことができるかは、私たちひとり「人の働きかけにかかってきます。

会貝には、親接にガンに屠られている方もあり、「実線にホスピス病院に入るにはどのようにすればよいか」

という問題に非常に関心を持っていらっしゃる方もいます。

その種をまいて、発展させたいとの思いで、府中ホスピスを考える会通信を発刊することにいたしました。

府中玖ビスを考える会議産　実施歴

回 �日付 �テーマ �　　‥・二〇く¥ 講　へ、師 

持 �0書/10/28 �がんと向きあったとき、あなたならどう生きますか �聖路加国語寓掠理事曇　　一　　　日野原雲間 

1 �02′02/17 �ホスピスの体験から �ピースハウス籍掠ナース　　　　　　杉本真由美 

2 �02/04/28 �在宅ホスピスケアについて �ピースハウス病院ナース　　　　　　杉本費由美 

3 �OひO7/14 �緩和ケアで使われる薬について �薬剤節(元ピースハウス精院職員)　　　玉井照技 

4 �02/11/24 �心と身体の禦みを癒すには �くらしき作暢大学教授　　　　　篠田知嚢∴ 　　　　　　　　　　　　†.臆裏、ヽ- 

5 �α05/18 �地域に密着した在宅ケアについて �平構医院院長　　　　　　　　　　平林竹一 

6 �03/06/10 �ホスピスセミナー �接町聖ヨハネホスピスケア研究所長　山崎竃鋒 

7 �OuO8/03 �ヨーロッパの軟と購事情 �府中ホスピスを考える会則会婁　　　市村晴子 

8 �03/10/26 �まで最期をむかえるために一在宅軟ビスケアの実際 �木-ムケアクリニカ川越院長　　　　　　　川越陣 

会計より会貝の皆椿へのお願い 

本年度も後半になりました。平成15年度の会費未納の方は、お払込をどうぞよろしくお願いします。勉強会・ 

講演会等当日でも・郵便局への振込でも請です。振込用紙ご入用の嵩嵩誓誓欝 お送りいたします。 

編集後記 

初冬の足音が駆け足で近づいて来ました。会員の皆様、お元気ですか。会が発足して2年、現在ま 

で行った「勉強会」はいかがでしたか。「府中ホスピスを考える会通信」第1号発行にこぎつけました。 

会に対してのご意見、勉強会へのご希望、なんでもご接穂ください。皆様のご接穂をお待ちしていま 

す。　　　　　　　　「通信」編集委員　荒川京子、小西厚子、滝山満子、村上淳子、和田総一郎 

発行元　府中ホスピスを考える会編集部　連絡先　小西厚子042・35l・4583 
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